
掲載数 48

地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 川崎市 小５ 理科 人のたんじょう

  ５年生の理科では、生命の領域を多く学習した。植物、動物（メダカ）の生命の発生に
ついて学習し、自分たち自身のことへ興味を広げていった。家庭で誕生前後の話を聞いた
り、動画などを活用して発生の瞬間を目の当たりにしたりすることで、生命の誕生に興味
をもつことができた。成長の過程をメダカと比較することで、人の誕生について、その様
子をより深く理解することができた。

・NHK for schoolの動画
は、学校では見せられない
生命誕生の場面を詳細に見
ることができた。
・スライドを作成し、画像
を活用して授業を進めた。

2 川崎市 小４ 理科 すずしくなると

　季節ごとに過ごし方や様子が変わる動物の様子を観察した。この活動を通して、動物が
１年を通して、自分たちも過ごす自然の中にいて、自然に起こる寒暖差や植物の生長に
よって過ごし方が変わっていることに気付いた。また、生命の連続性にも気付き、自然を
守るためにできることを考えて話し合った。話し合いが進むと、動植物たちと共に暮らす
自然の中で自分たちに何ができるか考え出した児童もいた。

3 川崎市 小５ 理科
魚のたんじょう
「命をつなげよ
う」

　理科の学習で、メダカを飼育した。卵の観察を詳しく行い心臓の動きや血液の流れなど
を観察し命の誕生について学習した。その後も継続して飼育し、卵をたくさん産むような
環境とはどんな環境かを考えた。命をつなげていくために必要な条件を子どもたちと整え
た。卵が生まれるたびに大切に育てていった。小さな命の誕生に触れ不思議さや力強さを
感じ取る児童が多くいた。動物や人の命も同じように誕生し、大切にしていこうとする気
持ちを引き続き持てるようにしていく。

4 相模原市 小３ 理科 植物の一生

　植物を種から育てた。
・愛情を持って育てること、常に世話をしていく必要があることを学んだ。また、大きく
成長していく喜びを味わうと共に上手く育てる難しさを学んだ。
・子孫を残すために枯れた後も種をしっかりと残し、命をつないでいく工夫があることを
学んだ。

5 相模原市 小５ 理科 人のたんじょう

　理科「人のたんじょう」の学習で、子どもが母親の子宮の中で成長する期間や養分のも
らい方、子宮の働きなどについて、現在妊娠中の養護教諭へのインタビューを通して、理
解を深めた。人の誕生が奇跡であることや命のつながりについての考えをもち、妊婦を見
かけたら優しくかわっていきたいと感想をもつことができた。

養護教諭

令和３年度　いのちの授業　事例集（小学校）【　理科　】



6 相模原市 小５ 理科 人のたんじょう

　理科で知識を学習した後、実際に出産に立ち会っている方から話を聞き、命の尊さ、奇
跡を感じて、自分の命や周りの人の命を大切にする心を育んでほしいと考え、計画した。
MEETでつなぎ、各クラスのテレビに映し、話を聞いた。出産は母だけでなく赤ちゃんも痛
みを伴うので、二人で力を合わせて生まれてきたことや、周りで出産に立ち会っているス
タッフは、出産を最優先にして、命がけで一つの命を誕生させていることを知り、感動し
ていた。改めて、自分の命と向き合い、生きていることに感謝し、大切に過ごしていきた
いと考えていた。

ゲストティーチャー：
病院産婦人科スタッフ

コロナの状況を考え、
オンライン授業で行っ
た

7 相模原市 小５ 理科
人の命の大切さ
と命が誕生する
仕組み

　赤ちゃんがどのようにして生まれてくるのか。精子や卵子、受精、月経や精通など、性
に関する用語の意味を含め、母親の胎内ではどのようなことが起きているのかを学ぶこと
ができた。

子育てサポートハウス
marimoad助産院
助産師

8 横須賀市 小５ 理科 人のたんじょう

　学習中は、人の母体内での胎児の成長について調べる中で、男女の役割は違うが、いっ
しょになって子孫を作り、生命をつないでいく働きをもっているということ、また自分自
身と関連付けて考え、自身も生命をつなぐ担い手であることに気が付けるように進めて
いった。単元を通して資料や模型の活用、また養護教諭や母親へのインタビュー学習を進
め、最後にグループに分かれて「人のたんじょう」についての発表会を行った。

クロムブック
赤ちゃん人形

9 横須賀市 小５ 理科
魚の誕生「生命
のつながりを考
えよう」

　メダカの子どもが生まれるまで観察をし、生命のつながりについて考えた。メダカのた
まごの様子を観察すると、最初は、あわのようなものだったものが、だんだんと目が分
かったり、心臓だ動いている様子が分かったりと生きている様子を見て、命のつながりに
ついて考えていた。

教科書　新しい理科５
東京書籍

10 横須賀市 小３ 理科 カイコを育てる
　カイコを卵から育て、やがてまゆとなったものをとり、糸に紡ぐ。
世話をすることで、命への責任感をもつとともに、最後に糸として紡ぐことで命を頂く大
切さを感じとる。

11 横須賀市 小５ 理科 人間の誕生

　赤ちゃんが産まれる時の様子を、動画視聴や授業者の体験談を交えるなど、子どもの興
味をひくような手立てを取りながら学習を行った。また、赤ちゃんの人形を抱っこして実
際の赤ちゃんの重さを感じたり、生命の誕生にまつわる謎を自分たちで調べてまとめる
（クロムブックで）学習も行った。双子ってどんな風に産まれるのか？男女違いはいつ分
かるのか？などを調べ、ムーブノートを用いながら子ども同士交流を図った。

GT:養護教諭



12 横須賀市 小３ 理科

カイコを育てよ
う
『いのち』を
育てる

　児童は、観察の途中にタマゴからカイコの幼虫がでてくるときにも出会うことができ
た。幼虫の大きさに驚きつつも、大きくなるまで育ててみたいと意欲がみられ、児童一人
一人が、家に持ち帰って世話をするなど責任感を持ってカイコを飼育した。飼育している
中で、できるだけ柔らかくおいしそうな桑の葉をあげたいという気持ちがでてきたり、カ
イコに名前をつけたり、話しかけたりする姿もみられた。食べる様子、繭を作る様子など
食い入るようにみていた。桑の葉をあげること、そうじをすることやカイコを直接触らな
いなど生き物を大切にしようとする態度が育った。カイコ以外の生き物についても図書館
で調べる児童もいた。

13 横須賀市 小５ 理科 人のたんじょう
　受精が起こり、生命が誕生して人が母親の胎内で成長していく過程を学ぶ。自分が生ま
れた時の話や母子手帳等から、自分も同じように命を受け継いできたことを実感する。生
命がどのように誕生し、尊いものであることを授業を通して学ぶ。

教科書・インターネッ
ト・図書

14 横須賀市 小５ 理科 命のつながり

　「植物：５月・９月」「メダカ：６月・７月」「人：１月」それぞれの誕生、成長につ
いてつながりを持たせた学習活動を行うことで、年間を通して「命のつながり」について
考えた。
　学習していく中で大切にしたことは、実験・観察するために対象を扱うのではなく、そ
こに一つ一つ大切な命があり、目の前にある命が、次の命へとつながっていることを理解
し、意識できること。そのために、植えた種から新しい種ができるまで育てること、受精
卵を指で触り、その固さから命の強さを理解すること、人の赤ちゃん人形を扱うことで、
人形そのもの以上の重さを感じること、自分の気持ちが変化することなどの活動を取り入
れた。また、その都度命が誕生することの困難さ、壮大さを理解できるような教材、発問
を準備した。
　児童は、学習が進んでいくにつれ、命がそれぞれでつながっているだけではなく、お互
いの知識がつながることで、多様な命のつながりの中で自分自身が生きていることを理解
していくようになった。

・植物の発芽と成長
・花から実へ
・魚のたんじょう
・人のたんじょう

15 横須賀市 小５ 理科 「人の誕生」

６月と７月に２回授業を行った。１回目は性別について（LGBTQの話など）の講話を聴
いた。命の始まりの大きさや、精子と卵子の出会う確率の話を聞き、自分の命がいかに尊
いものか驚いていた。２回目は、妊娠についての話を聞いた。妊娠の経過について学んだ
り、実際に妊娠をしている教員の胎児の心音を聞かせてもらったりすることで、お腹の中
にいる赤ちゃんの大切さを感じていた。事前に生まれた時の様子を保護者に書いてもらっ
ていたので、自分の命の大切さをより実感している児童が多くいた。

講師（三浦市塩崎産婦
人科助産師）

16 湘南・三浦 小３ 理科
命を育む
（蚕の飼育）

　蚕を卵から飼育し、成長を見守ることを体験した。実際の「命」を育むことで、命を愛
おしみ大切にすることや、飼育していくことの難しさを感じていた。

理科との関連



17 湘南・三浦 小５ 理科
いのちの教室
（命の誕生）

保険師・助産師の仕事の紹介から始まり、赤ちゃんがお腹の中にいる状態から、どう
いった成長を経て生まれてくるのかの話を聞いた。赤ちゃんは一か月で米粒大の大きさ、
二か月でビー玉大になることを、実物大の赤ちゃん人形を見せて視覚的に学習をしたり、
実際に妊婦体験ができる身重服を着せて体験できたりと、興味を引く内容が盛り込まれた
内容だった。児童の中には、妊婦さんの大変さを痛感し、手助けをしていきたいと感じた
子や、人の命が生まれるには、大勢の人の助けがあって成り立っていることを考えた児童
もいた。

講師は、鎌倉市福祉部
市民健康課 保健活動担
当の保健士２名と助産師
１名

18 湘南・三浦 小６ 理科
人や動物の体、
生物のくらしと
環境

　煮干しの解剖を通して、体のつくりや臓器の人との共通点・相違点を考えさせた。そこ
から普段口にするものも命あるものであると伝え、食物連鎖の学習の際にも振り返って
いった。

理科専科
煮干し、食物網使用

19 湘南・三浦 小５ 理科 魚の誕生
　メダカを飼ってたまごを産ませ、育つ順序や育つための養分について考え、生き物の命
のつながりについて学習した。

『みんなと学ぶ小学校理
科』（学校図書）

20 湘南・三浦 小５ 理科
メダカを育てよ
う

　生命の誕生の単元で、メダカの飼育をした。各クラスとも教室で飼育を続けたが、世話
がうまくいかず、生命が絶えてしまった。子どもたちは、これまでの世話を振り返り、問
題点を洗い出した。
　これらの反省を生かし、もう一度メダカの飼育を始めた。今では、丁寧かつ慎重に世話
を行い、メダカは健康に育っている。子どもたちは、生命への責任を実感することができ
たようであった。

理科専科
メダカ

21 湘南・三浦 小３ 理科
チョウを育てよ
う

　子どもたちは、校庭のキャベツに生みつけられたモンシロチョウの卵を見つけ、教室に
持ち込んだ。そして、キャベツの葉を交換したり飼育ケースを掃除したりするなど世話を
続けた。成虫になったモンシロチョウとは、さようならをして、屋外へ飛び立っていく様
子を見守った。
　卵から飼育を続けることで、幼虫が成虫になっていく様子を細かに観察することができ
た。そして、生命の不思議さについて考えるきっかけとすることができた。

理科専科
モンシロチョウ

22 湘南・三浦 小５ 理科 魚の誕生
　メダカを飼い卵の様子を観察することを通し、育つ順序や育つための養分について考
え、生き物の命のつながりについて学習した。

専科

23 湘南・三浦 小３ 理科 こん虫の育ち方

　昆虫の成長の過程や体のつくりに着目して，複数の種類の昆虫を比較しながら昆虫の成
長のきまりや，体のつくりを調べる活動を通して，それらについての理解を図り，観察，
実験などに関する技能を身につけるとともに，主に差異点や共通点を基に，問題を見いだ
す力や生物を愛する態度などを養った。

ワークシート等



24 湘南・三浦 小３ 理科 アサガオの種
　フラワーレーンプロジェクトにおいて育てたアサガオが、全ては枯れずにまた落ちた種
が発芽した。そして、きれいな花をまた咲かせることで、いのちが巡っていることを学ぶ
ことができた。

オリパラ組織委員会
フラワーレーンプロ
ジェクト

25 湘南・三浦 小５ 理科
メダカのたん
じょう

　生物の誕生の過程を知り、自分の生命について考えた。エコー写真を見るなどして生命
の神秘を感じた。

ワークシート等

26 湘南・三浦 小５ 理科
生命のつながり
「メダカのたん
じょう」

　魚には雄雌があり、生まれた卵は日がたつにつれて中のようすが変化してかえること
や、動物の発生や成長の様子と経過について考え、追求する授業を行った。４月から各ク
ラスでメダカを育てる活動をしていた。実際にメダカの観察をすることで、雄雌の特徴を
理解したり、卵を毎日観察することでふ化する前から、卵の中で変化（成長）する様子を
肌で感じたりすることができた。雄と雌がいることで卵が産まれ、子メダカが生まれるこ
と、それが人間と似ていることに気づく子どももいた。また、植物や人間と同じように、
生命はつながっているということを考えるようになった。それは、これから学習する「人
のたんじょう」にもつながっていく。

大日本図書第5学年
理科教科書

27 湘南・三浦 小５ 理科 葉山めだか

　理科の授業でメダカを育て、観察をしてきたが、さらに「葉山メダカの会」の方を講師
として招聘し、自分たちが住んでいる地域特有の「葉山メダカ」について学び、その飼育
方法や葉山メダカを保護している活動を知ることによって、地域に思いをはせるととも
に、自然環境を豊かに保っていくことが葉山メダカの命を継続していくことにつながるこ
と、葉山も自然を大事にすることが命をつなげていくことになることを学んだ。

葉山メダカの会

28 県央 小５ 理科
「ヒトのたん
じょう」

　ヒトの受精卵が育ち、たんじょうするまでを調べた。メダカの育ち方との比較、母親の
胎内にどれくらいいるか、体の大きさや形の変化、養分の取り方など理解することができ
た。各自、調べたことを画用紙にまとめ、理解を深めていた。

インターネット
NHKforschool
「ふしぎワールド」
「ふしぎいっぱい」

29 県央 小５ 理科
ヒトのたんじょ
う

　「ヒトのたんじょう」の単元において、ヒトが母体内で成長していく仕組みを実感でき
るよう、羊水を食塩水で再現して学習をした。
　児童は、胎内で羊水に浮く胎児の状態を、よく理解することができた。

30 県央 小５ 理科
受けつがれる生
命

　メダカの誕生や成長、雌雄の特徴や養分のとり方について興味をもち、世話をすること
で生命を大切にしようとする気持を持たせるようにした。
　ヒトの誕生に興味をもち、胎児の母体内での成長のようすについて、進んで調べること
で生命のすばらしさをとらえることができるようにした。

理科の教科書「ヒトの
たんじょう」



31 県央 小５ 理科 ヒトの誕生
　本授業では、ヒトの成長や誕生に興味を持ち、ヒトの卵や胎児の成長の様子を時間の経
過と関係づけてとらえられるようにする。また、生命の誕生と子どもの成長の素晴らしさ
を理解し、生命の尊さを感じ大切にできる児童を育てることをねらいとした。

５年　わくわく理科
(啓林館)

32 県央 小５ 理科
ヒトのたんじょ
う

　理科の学習でヒトの赤ちゃんは母親の体内でどのくらいの期間育つのか、母親のおなか
の中でどのように変化していくか等を調べた後、助産師さんから胎児の大きさや骨盤から
の出産の様子など、実物大の模型を使っての説明を受けた。また、出産の様子のDVD視聴
から、生まれてきた赤ちゃんは家族や周りの人から歓迎されていることを感じ、自分のい
のちも友達のいのちも大事にすることを考えた。

すくすく子育て課から
助産師を講師として派遣

33 県央 小５ 理科 ヒトの誕生
　母親の体内で子どもの成長から誕生までの過程の資料などを各グループに提供し，成長
の様子をまとめさせるとともに，生命のすばらしさをとらえることができるようにした。

34 県央 小５ 理科 人のたんじょう

　「ヒトのたんじょう」の学習を通して生命の誕生・尊さを学ぶことができた。昨年８月
に昨年度本校職員がご出産されたのでお腹の中にいた頃のことや、出産のこと、子育ての
様子についてオンラインを通してお話を伺った。実際に妊娠・出産を経験された身近な方
からお話を伺えたことで、一人ひとりとても興味深く学習することができた。その後の教
科書を用いた学習も、身近に考えることができたように感じた。

35 県央 小５ 理科 生命のつながり

　メダカの卵の観察前に、命の大切さを指導し、メダカの卵を観察するときの扱い方や命
を見せてもらう姿勢など、慎重に扱うようにすることを確認した。
　観察は、メダカの卵の移すときや卵の持ち運びなど、いつも以上に慎重に取り扱ってい
た。また、メダカの観察でメダカの血管や目を見て、生き物の生命誕生の過程を見ること
によって、命の大切さや命の尊さを実感していた。
　観察する前よりメダカの世話をする回数が増え、メダカの扱い方が丁寧になっていっ
た。小さな生命を扱っているという意識が育っていた。

メダカ

36 県央 小６ 理科
「大地のつくり
と変化」

　地震の起こりかたやその影響を学習した。学習の最後に、海老名市のハザードマップを
もとに命を守るための避難経路や被害の予想をたてた。子どもたちは自宅や級友の家の被
害予想を知り、周辺の地形から避難場所として最適な場所を話し合っていた。洪水や噴火
など、災害の種類によって起こすべき行動が違うことを話し合い、常備すべき災害グッズ
や備品について現実に即した熱心な話し合いが行われていた。



37 県央 小５ 理科 花から実へ

　同じ植物や動物でも子孫を増やすことへの手立てや工夫は様々である。おしべやめしべ
は花ごとに様々であるし、樹木にはオス・メスの木が存在することなど、教科書を中心
に、学級園や校庭の身近な植物を事例に挙げつつ観察させながら学ばせた。自らをコピー
するだけではなく、身の回りの自然や環境に合せて命の増え方には多様性があることを授
業を通して気づく児童も見受けられた。

38 県央 小５ 理科
「人のたんじょ
う」

　人の子どもは、母親の子宮の中でどのように育って、うまれてくるのか。」という問題
を解決するために調べ学習をする中で、養護教諭と妊娠している教諭による講義を行っ
た。子どもの育ち方や妊娠中の経験談を語ることで児童は調べてきたことをより現実的に
捉えることができた。疑問に思っていたことに答えてもらったことで人の生命の誕生につ
いての知識を深めることができた。授業後の感想には、妊娠中に大変なことや気を付ける
べきことを知ることができた。親への感謝の気持ちや命の尊さを考えた。命を大切にして
いきたい。などのコメントが書かれていた。

講師は養護教諭と妊娠中
の教諭。
子どもたちにとって身近
な存在である先生から話
を聞くことによって、よ
り具体的かつ現実的なイ
メージがもてた。

39 中 小５ 理科

「植物の発芽と成長」
「メダカのたんじょう」
「ヒトのたんじょう」
「花から実へ」

　本単元は「生命」の内容のうちの「生命の連続性」に関わるものである。植物の発芽・
成長・受粉・結実，動物や人の発生・成長・受精について，観察や実験，調べ学習を通し
て，それらを理解し，生命を尊重する態度を学んだ。それぞれの生命のつながりと，自分
たちの成長を重ね合わせて考えている児童もいた。

「わくわく理科5年」
（啓林館）

40 中 小５ 理科
「ヒトのたん
じょう」

　「メダカのたんじょう」を学習した。メダカには雄と雌がいることで受精卵ができ子メ
ダカが誕生すること、子メダカが大きくなって親になり次の世代へと生命が受け継がれて
いくことを指導した。また、父親の精子と母親の卵子が結びついて受精卵ができること、
親の愛情を受けつつ約３８週後にうまれること、誕生した子どもが親になり、また子ども
をうむことで、生命が受け継がれていくことを指導した。
　児童は、水槽のメダカをのぞき込み、卵を見つけると生命の誕生を喜んでいた。卵はや
がてかえり、成長し、また新たな卵がうまれることを実感しながら学んでいた。

理科専科がクラスごと
に指導。

41 中 小５ 理科
生命・ヒトの誕
生

　メダカを大切に飼育し、命の大切さを実感し、生まれた子メダカを継続して育てていく
ことで、成長を喜んだり、愛着をもったりした。
また、ヒトの受精から誕生までの様子を知り、生命の尊さを感じた。

42 中 小５ 理科
受けつがれる生
命「ヒトのたん
じょう」

　動物の発生や成長に興味をもち課題を追究する活動を通して、ヒトの卵や胎児の成長の
様子を時間の経過と関係づけながら学習した。児童は、約0.14㎜の卵が受精卵になり、約
38週までの成長過程に驚くと同時に、元気に成長するまでの時間の長さや、母体の変化に
興味を持っていた。自然と家庭で話を聞いてくる児童が増えた。聞いてきた家族からの話
には、「大変だったこと」も多く、改めて元気に過ごしている今と、大切に育ててくれる
親に感謝する姿が印象的だった。

新生児人形
(保健室保管)



43 中 小複合 理科
「いのちの誕
生」

　教諭の妊娠から、日々大きくなるお腹を目の当たりにしている児童へ、「赤ちゃんの誕
生」についての学習を行った。お腹での中での胎児の成長や誕生の仕方について、動画や
実際のエコー映像を見ながら、イメージをもった。胎動やつわりの話を交え、命が育まれ
ることについて、考えることができた。授業後は、子どもたちから質問多数あり、熱心に
取り組む姿が見られた。

支援級担任教諭

44 中 小５ 理科
メダカのたん
じょう

　メダカを育て、雌雄の体の違いを観察した。メダカが卵を産む条件や、メダカの卵が時
間の経過とともにどのように成長するのか予想や仮説を立てながら飼育・観察を続けた。
受精卵の様子も顕微鏡で観察し、心臓の動きなど生命の鼓動を見ることができ、感動して
いた。その後も毎日水槽を泳ぐメダカの様子を間近で見つめ、日々の変化をとらえようと
していた。そして、毎日欠かさず世話をし、友達と一緒に話しかけるようになるほど大切
にしていた。これらの観察・飼育活動を通して子どもたちに動物の生命を尊重する態度が
養われていった。

45 中 小５ 理科 いのちのはなし

　助産師の方による「いのちのはなし」では、お腹の中にいるときの赤ちゃんの心音や産
声を聞いたり、命の最初の大きさ（受精卵）を見る等の体験を行った。自分自身のいのち
の始まりから誕生までを知ることで、生きている素晴らしさについて考えることができ
た。また、助産師さんの話に感銘を受けた児童は多く、自分自身のかけがえのないいのち
の大切さに気づくことができた。他者だけでなく、自分の「いのち」について、深く考え
られる機会となった。

助産師さん

46 県西 小５ 理科 メダカの誕生

　メダカの飼育方法や体のつくりについて調べ学習をしたあとに、産卵の様子や卵の中の
様子などをじっくりと観察した。また、メダカの卵をていねいに別の水槽に移して、毎
日、細かく観察を続け、卵からかえった子メダカに対しても、グループで分担をしながら
大切に世話をする様子が見られた。

47 県西 小５ 理科 魚のたんじょう

　魚がどのように卵を産み、どのように育っていくかについて学習した。導入時には、メ
ダカの卵をいただいた方にゲストティーチャーとして講義してもらうことで、児童が新し
い命に興味関心をもって主体的に取り組む姿が見られた。その後も、メダカが産んだ卵の
中の様子に着目して、時間の経過と関連付けて、卵の変化を継続的に調べることで、生命
を尊重する態度を養った。また、産卵直後の透明な状態から、次第に臓器が形成され、血
流が始まり、子メダカが動き始める様子を実際に見せることによって生命誕生の神秘性や
生命誕生のすばらしさを感じさせた。

講師は元小学校校長。
20年近くにわたり近隣
の小学校５年生に向け
て、めだかの卵を採卵
し、配付・出前授業を
実践されている方。

48 県西 小５ 理科
「魚のたんじょ
う」

　一人一人に配られたメダカの受精卵を解剖顕微鏡で観察をし、「いのちの誕生」につい
て実感的に学んだ。小さな卵の中にいのちが育っていることを実感した。子どもたちはそ
の後、受精卵をケースに入れ、一人一人がそばに置き、何日も丁寧に観察をした。少しの
変化に驚き、そして喜びを感じながら観察を続け、ふ化の瞬間には多くの児童が大きな感
動を表現していた。

講師
元開成小学校長


